
IEEE WCET更新手続き
2017､2019､2020制度改正反映版
MCPC モバイル検定ＰＪ WCET推進WG

Jan. 1, 20201



目次

0. はじめに

1. 更新の概要

2. 更新方法の詳細

2. 日本国内PDU取得適用範囲例

3. WCP取得者のMCPC資格特例

2 Jan. 1, 2020



0. はじめに
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0. はじめに

IEEE ComSocは、公認のプロフェッショナルであるWCPの能力を維持
するために、３年毎の更新を要求しています。（2017春期導入、2014
以前の更新者は5年）

- 無線通信フィールドは絶えず新たな技術が導入されてます。

- 5Gなどの技術革新に対応することが求められています。

- その分野でのプロフェッショナルであり続けるためには、
常に研鑽が必要とされます。

MCPCは、IEEE ComSocとの契約により、
- 国内における更新窓口を行います。

- 日本語での手続きが可能になります。

- 国内の業務、無線関連団体、委員会等もPDUの対象となります。

- 更新方法として、MCPC SMC資格維持更新が追加されます。
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1. 更新の概要
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1-1. 各年毎の変更点

2017年：認定有効期間の変更（5年→3年）
- 5Gの出現など最新技術トレンドに対応するため認定期間を短縮

- 2014年以前のWCET合格者は、5年有効(2014合格→19更新)
- 2015年以降の合格者、再認定者は取得から3年有効 (2015合格→2018更新)
- 上記変更による、再認定時の不利益が無い様に配慮

• 再認定費用の減額（$300→$180）、所要PDU削減 (100PDU/5年→60PDU/3年)
• 各PDU項目の最大取得PDUの変更

• SMC更新の取扱い（更新2回で50PDU→30PDU、所要PDUの1/2を維持)

2019年：分野の見直し（新しいサービスを追加）
- 分野6が分野5に統合され、「通信設備・標準化・規則等」に変更された

- 新たな分野6として、「新しいサービス」(5G、LPWA等）が追加された

2020年：更新方法としての、WCET試験の再受験を削除
- 更新方法は、基本的にPDU取得のみに変更
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1-2. 2017年からの変更点(2/2)

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

▲
合格

対象年度 (‘11) (‘12) (‘13)

▲
更新
$210
($180)
(‘14)

2016合

格者の
場合

▲
合格

対象
合格年度 (‘15)

▲
更新
$210
($180)
(‘16) (‘17) (‘18)
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5年

3年

5年有
効

変更後：3年有効

100PDU、3分野／3年以上に分散

60PDU、3分野

3年

Jan. 1, 2020

5年（有効期間）＊

＊：2016年合格者の認定証には有効期限が2021年となっていますが、
更新を希望する場合は2019年に更新が必要となります。



1-3. 2019年の変更点

出題分野 比率 概要

(1)RF・アンテナ伝搬・信号処理 11～15%
(19～23%)

・アンテナ、無線、伝送、受信、伝搬、チャネルモデルおよび
信号処理に関連する技能と知識

(2)無線アクセス技術 19～23% ・無線アクセスネットワーク、特に物理層、MAC層およびリン
ク層に関連する技能と知識

(3)ネットワーク・サービス
アーキテクチャ

19～23% ・コア網、IMS、音声・ビデオ・メッセージなどのアプリケーショ
ンアーキテクチャに関連する技能と知識

(4)ネットワークマネジメント
&セキュリティ

19～23%
(11～15%)

・障害、コンフィグ、アカウント、性能、メインテナンス、セキュ
リティ管理、管理容易性および運用支援システムに関連す
る技能と知識

(5)通信設備・標準化・規則等 8～12%
(6～8%)

・施設およびサイトの仕様、設計、導入および運用並びに、
適合性要求および相互運用性試験を含む適合性試験に関
連する技能と知識

(6)新しいサービス
(準化・政策・規則等)

11～16%
(6～8%)

・開発が進行中のワイヤレス分野の新たな標準(5G, 802.11
等)、サービス、アプリケーションシナリオのプロトコルとアー
キテクチャに関する技能と知識

(7)基礎知識 (回路、通信理論) 8～12% ・無線通信技術者が各分野横断的に必要になる基礎知識
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 出題分野が変更となり、旧分野6が分野5に統合され、新たな分野6が追加されました。

 更新時のPDUの３分野は、2020より下記新しい７分野を適用。

New

統合

Jan. 1, 2020

New



2. 更新方法の詳細
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2-1. ＷＣＥＴ再認定について

更新には所定Professional Development Units （PDU）取得が必要
① WCET継続認定プログラムを通してPDUを取得する

② MCPC SMC資格の更新・維持継続により、PDUを取得する

MCPCはIEEE ComSocとの契約により、下記方法でPDU取得化
• SMC維持・更新で所要PDUの1/2を取得可能

• 残り1/2のPDUは、業務経歴、自主学習などで取得可能

注：2020春期から、WCET試験の再受験による更新は出来なくなりました。
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2-3. WCET更新スケジュール概要
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2015以降の合格者に適用、３年更新

WCET
認定、再認定
(2015以降)

有効期間 ３年

PDU獲得期間 3年以上に分散

PDU獲得期間 3年以上に分散

PDU獲得期間 3年以上に分散

３分野*

以上に
分散

WCET
再認定

申請

６ヶ月前
から受付

SMC
更新(25PDU/1回目)

SMC
更新(5PDU/2回目)

2回で30PDU

合計60PDU以上

Jan. 1, 2020

*：更新時のPDUの３分野は、2019年は旧、新分野共申請可。
2020より新分野のみ適用。



参考旧WCET更新スケジュール概要
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2014以前の合格者は5年更新（2014、16年合格者は2019に更新必要）

有効期間 5年

PDU獲得期間 3年以上に分散

PDU獲得期間 3年以上に分散

PDU獲得期間 3年以上に分散

３分野*

以上に
分散

WCET
再認定

申請

６ヶ月前
から受付

WCET
認定、再認定
(2014以前)

合計100PDU以上

SMC
更新(25PDU/1回目)

SMC
更新(25PDU/2回目)
2回で50PDUJan. 1, 2020

*：更新時のPDUの３分野は、2019年は旧、新分野共申請可。
2020より新分野のみ適用。



2-4. 国内における再認定手続き

申込み方法
- MCPC検定事務局にて、Mail受付

申込み期間
- WCET再受験の場合は、試験申込期間と同一

- PDU申請による場合、SMC申請による場合は下記

- MCPCの締切はMCPC検定事務局に問合せお願いします。

13

合格シーズン 受付期間（IEEE締切） MCPC締切

春期 １１月１日～４月３０日 MCPCにお問合せ願います。

秋期 ５月１日～１０月３０日 MCPCにお問合せ願います。

Jan. 1, 2020



2-5. 国内における再認定手続き(1/4)

IEEE ComSocへの直接申し込み
- PDUによる申請：英語でのシート記入要

MCPC経由の申込み
①PDUによる場合

• 最新のPDU申請シート（下記よりダウンロード）にてMCPCに申請

https://www.comsoc.org/education-training/ieee-wcet-
certification/wireless-communications-professionals/ieee-wcet

• 申請シートの詳細は、英語表記でお願いします

②SMC更新による場合：

• PDU申請シートを基本とする。詳細問合せ願います
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2-7. 国内における再認定手続き(2/4)

３年間に60PDU以上の取得が必要です。(5年更新100PDU) PDU
の取得には下記の条件があります。

- 再認定までの間、３年間に分散していること。

- WCETの関係７分野の内、３つ以上の分野*に対応していること。

PDUが取得できる活動などを後に示します。
- Recertification Guidelines参照*2

メリット：職業活動等を通じ再認定に必要なPDUを取得できます。

デメリット：３分野以上に分散したPDUを得るには、教育受講
などが必要になる場合があります。

15

①PDU取得による再認定

Jan. 1, 2020

*：更新時のPDUの３分野は、2020より新７分野のみ適用。
*2:https://www.comsoc.org/education-training/ieee-wcet-certification/wireless-
communications-professionals/ieee-wcet

New



2-8. 国内における再認定手続き(3/4)

SMC制度は、単なる認定制度ではなく、継続的能力育成プログ
ラムです。

- SMCの各種勉強会、講習会などへの参加可能

MCPCでは、SMC向けに能力育成のための仕組みを提供
- 各種勉強会（ワークショップ）を毎年多数開催

詳細は、事務局に確認ください。

メリット：SMCの維持によりPDUの1/2（Area 3, 新5）を獲得、残り
1/2は業務経験等により容易に獲得可能

デメリット：費用(SMC更新＋WCET更新)、他に1分野要
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②SMC維持更新による再認定（MCPCのみ）

Jan. 1, 2020



2-6. 国内における再認定手続き(4/4)

注：2020春期から、WCET試験の再受験による更新は出来なくな
りました。

IEEE WCETの試験内容は定期的に見直され、最新の技術内容を取込
んだものとなっています。

前回の認定以降の技術進歩について受験者の能力・知識を評価する
ことが出来ます。

メリット：再認定段階での自らの到達度を判定できます。

デメリット：継続的に認定を維持するためには、
受験機会が１回に限定*されます。

＊：認定期間のオーバラップをしない場合。
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③WCET再受験による再認定(2019秋期迄)

Jan. 1, 2020

New



3. 日本国内PDU取得適用範囲例
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3-1. PDU取得条件(日本国内適用範囲例、1/3)

活動 WCET規定内容 日本国内
最大取得PDU

3年更新の場合 5年更新の場合

職業活動 ワイヤレス通信関連の業
務従事
• 少なくとも50%以上のプ
ロレベル活動
• 特許出願、登録

同WCET
特許には、JP,PCT*など
を含む

30 PDU
･業務従事: 30PDU

10 PDU/年
･特許最大10PDU

出願 5PDU
成立10PDU.

50 PDU
･業務従事 30PDU

6 PDU/年
･特許最大20PDU

出願10PDU
成立20PDU

プロフェッ
ショナル／
業界ボラン
ティア

• ComSoc役員
• ComSoc委員会メンバ
活動
• 関連業界標準、学会あ
るいは類似委員会メンバ
活動

同WCET
ただし、下記を含む
-MCPC委員会/WG主査、
メンバ
-標準化機関 (ARIB, 
TTC等)委員会メンバ
-総務省研究会等メンバ

20 PDU
(ボランティア活動

1PDU/1時間、
年間最大10 PDU)

30 PDU
(ボランティア活動

1 PDU/時間、
年間最大10 PDU)

WCETプロ
グラム支援

• 試験問題作成、レ
ビュー
• WCET関連テュートリア
ル作成
• WEBOKへの寄与

下記を含む、
WCET説明会
WCET講習会、勉強会
WCET推進WG
モバイルシステム技術検
定支援

15 PDU
(活動

1 PDU/時間)

25 PDU
(活動

1PDU/時間)

19

*：Patent Cooperation Treaty

本表の日本国内での対応は、IEEE ComSocとの合意に基づく内容です。
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3-2. PDU取得条件(日本国内適用範囲例、2/3)

活動 WCET規定内容 日本国内
最大取得PDU

3年更新の場合 5年更新の場合

コース開発
/教育活動

ワイヤレス通信教育コース
の開発／講師
コース開発には、講師の2
倍のPDUを付与

-ワイヤレス通信講座の開
発/講師
- 大学など
-WCET講習会
- SMC向け技術講座

20 PDU
(講師

1PDU/時間、
コース開発

2 PDU/時間)

30 PDU
(講師

1PDU/時間、
コース開発

2 PDU/時間)

出版 関連技術論文、 articles, 
書籍, 書籍の章の執筆等

同WCET 15 PDU
(1 PDU/時間)

25 PDU
(1 PDU/時間)

正式なト
レーニング
への参加

ComSoc或いは他の教育
機関、商業教育プロバイダ、
業界組織などが提供する
関連のライブ／オンライン
コースへの参加

同WCET
SMC再認定コースは5時間、
関連ワークショップ参加及
びSMC間レポート共有(2.5
時間、レポート作成0.5時
間)

15 PDU
(学習：

1 PDU/時間)

25 PDU
(学習：

1 PDU/時間)

自己学習 オンラインテュートリアル、
CD、DVD、印刷物或いは
取扱い説明書などの、認
められた自己学習教育の
利用／認められた自己ト
レーニング教材

同WCET 10 PDU
(学習：

1 PDU/時間)

15 PDU
(学習：

1 PDU/時間)
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3-3. PDU取得条件(日本国内適用範囲例、3/3)

活動 WCET規定内容 日本国内
最大取得PDU

3年更新の場合 5年更新の場合

他の認定
取得

関連するプロフェッショナ
ル資格、認定の取得或い
は更新。
例：米技術士 (無線通信分
野）, 様々な州や標準化機
関の認定、業界団体／プ
ロフェッショナル機関によ
る関連の認定

技術士(電気・電子）
無線技術士
電気通信主任技術者等を
含む

15 PDU
(学習、教育等

1 PDU/時間） 重
複計上不可
SMC再認定：

25PDU/初回
5PDU/2回目

２回で30PDU

25 PDU
(学習、教育等

1 PDU/時間） 重
複計上不可
SMC再認定：
25PDU/回

２回で50PDU

業界学会、
イベント

学会、業界イベントが主催
する、関連する技術セッ
ション、ワークショップ、或
いはトレーニングへの参加

同WCET
SMCが関連ワークショップ
等でレポートを共有する場
合レポート作成時間を含
む

15 PDU
(参加

1 PDU/時間)

20 PDU
(参加

1 PDU/時間)

プロフェッ
ショナル/
業界コミュ
ニティ

より高いメンバーシップレ
ベルへの登用、例、関連
のプロフェッショナル／業
界コミュニティにおけるシニ
アメンバー、フェローなど

同WCET
国内関連学会（電子情報
通信学会）等を含む

15 PDU
(PDUは、現在の
資格と新たなレベ
ルによる)

25 PDU
(PDUは、現在の
資格と新たなレベ
ルによる)
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4. WCP取得者のMCPC資格特例
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4-1. ＭＣＰＣの検定資格体系
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モバイルシステム
技術検定
1級/2級

モバイル技術
基礎検定

シニア・モバイルシス
テム・コンサルタント

(SMC)

最上位レベルの認定プログラム 、
モバイルシステムの構築及び運用
におけるプロフェッショナルレベル
のコンサルタントを認定

業界で必要となる深い知識と理解
を有するモバイルシステム技術者
の検定

総務省推薦

スマートフォン／携帯電話の販売
に必要な実践と知識を検定

業界のトレンド、モバイル技術の
基本に関する入門レベルの検定

スマートフォン
モバイル
実務検定

総務省後援



4-2. SMCのメリット

MCPC資格制度の頂点に位置付けられるSMCは、
- 単なる資格ではなく、継続的能力向上プログラムです。

- ワークショップによる更新ポイント取得可能など

SMCとの連携による更新講習、ワークショップ開催
- SMC向けのワークショップを多数提供

- 更新講習、ワークショップではWCET関連分野をカバー

MCPCの各委員会活動を通じ、最新情報を獲得

24 Jan. 1, 2020
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4-3. WCET取得者のMCPC資格取得特例

25

第１級陸上無線技術士取得者で、
WCTE合格者は

- モバイルシステム技術検定1級(総
合）取得時に

• モバイルシステム技術検定２級
取得を免除

• モバイルシステム技術検定1級
のネットワークを科目免除

上記、1級(総合)取得により、
SMC認定研修参加資格を獲得

本制度の適用についてはMCPC
事務局にお問合せ下さい。

ＳＭＣ

ネット
ワーク

モバイル
システム

モバイルシステム技術検定2級

端末
アプリ

モバイルシステム
技術検定１級

陸一技&WCET

免除免除


